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交互積層型の有機電荷移動錯体TTF-CAは中性相とイオン性本自の間を光照射によってスイ

ッチングできることが知られている。 TTF-CAの光誘起中性イオン性転移の機構に関しては、

これまでに理論と実験の両面から詳細な研究がなされている[1-4L特iこ、近年の時間分解能 200

fsの時間分解反射分光測定の結果から、電子関相互作用による電蒜移動過程iこ引き続いて二量

体梅子変位が誘起されるという相転移ダイナミクスが予想されている。

本研究会では、最近の時間分解能約 20fsの近

赤外-可視時間分解分光鴻定により得られた結果

をもとに、 TTF-CAの光誘起中性イオン性転移の

初期過程および分子内接動を介した電荷移動ダイ

ナミクスについて議論する。留は TTF+の分子内

遷移をフ。ロープとした場合の、 90Kで、の光誘起中

性イオン性転移における反射率変化の時開発展で

ある。光照射宣後の反射率の増大と、それに続く

複雑な振動構造が観測された。光照射宣後の反射

率の増大は電子のトランスブアーエネノレギー (0.2

eV)の時間スケーノレ (20fs)と間程度で生じてい

る。このことは、格子変形より先に、電荷の移動

によってドメイン的なイオン性状態が生成される

ことを示している。コヒーレント振動は、二量体

化に対応する分子間振動モードに加えて TTF、

CAの分子内振動モードで構成されている。この

ことから、分子の変形が、イオン性状態を安定化

させるとともに分子聞の電荷移動量を大きく変調す

ることが分かる。

また、置換体DMTTF-(2，6)QBr2Cbは、化学圧力
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効果によって中性相からイオン性相への温度相転移を生じず、かっ低温で、量子常誘電性を示す

ことが報告されている。この系では、光誘起イオン性ドメインのまわりの広い範囲にわたって

位相がそろった二量体格子変位が生じ、その格子変位に対応するE大コヒーレント振動が生じ

ることがわかった。発表では、この系の光誘起 NI転移の詳細についても報告する予定である。
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